
おはようございます。

東浦町の景観について、お話させていただきます。
テーマは、「景観と風景を活かし、育てるまちへ」です。

まず、景観と風景の違いについてですが、「景観」とは、建物があるような身近なも
の、「風景」とは、自然のあるような広い範囲のものと区別しています。

活かし、育てるということで、今あるいいところは保存してさらによくする、不足して
いるものがあれば創っていくということを行っていきたいと思っています。
全体としては、「変えていく」のではなくじっくり時間をかけて「育てていく」まちづくり
がしていけたらと思っています。
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このまち、この地域にしかない特徴のあるまちを育てるうえで、景観づくりや風景
づくりは重要なものです。

まちなみの成長中は、個性のないまちがつくりあげられていきましたが、発展の終
わった成熟中のまちでは、他と違う独自性があると思います。
その独自性は、そこに住む住民の誇りや、外から見られたときの評価、観光につ
ながっていくかもしれません。

2



景観まちづくりの効果は、
①住民、コミュニティ意識向上：住民が誇りや愛着をもって住むことができる
②アメニティ（生活環境、魅力）改善：暮らしやすいまちをつくる
③経済的効果：まち全体のイメージアップ、このまちに住みたい人が増え、人口増
加につながる
このような点であると思っています。
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4

景観法は、国の法律として制定されました。
それ以前は、京都や金沢など特徴のある自治体が条例を独自でつくり、景観づく
りをしていました。
その流れが、それ以外の自治体にも広がっていきました。

景観法の中身としては、景観地区の指定、景観協定をつくる、景観を悪くするもの
を抑制し、よいところは伸ばすというものです。
建物や樹木も景観法の対象になったりと、範囲は幅広いです。



愛知県内では、名古屋市が一番初めに、都市景観条例をつくりました。

その後、大きな市町が続きましたが、東浦町は、町の中でも唯一景観条例を策定
しています。

5



東浦町では、まち全体が景観地区となっています。
・平成24年度には、町が景観法による景観形成団体に認定されました。
・平成25年度には、町民ワークショップを行い、町民の意見を集約していきました。
・平成26年度・27年度には、景観計画検討委員会、ぶどう畑景観意見交換会、景
観シンポジウム、景観フォト＆エッセイコンテストなどを行ってきました。
・平成29年度には、景観条例施行が施行され、アドバイザーの方の意見をお聞き
しながら、運用をしてきました。
開発者が開発・建築を行う場合、町に届け出をいただき、それがルールに沿って
いるか確認し、問題がある場合は、開発者と話し合い、修正していただくというも
のです。
想像以上に件数があったため、大変ではありましたが、それにより知識や経験を
積み重ねてきました。
すぐに景観がよくなるわけではありませんが、少しずつ効果がでてきていると思い
ます。

また、「景観共感プロジェクト」というものも行いました。
「景観」は、行政が住民におしつけるものではありません。
住民や地権者、事業者の方が、自分たちのまちを大事にしようと思う気持ちを培っ
ていかなければなりません。
景観が大事だということを、共感してもらえるような取り込みをしようということが、
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景観計画にも盛り込まれています。

平成30年度には、景観まちづくり委員会、景観絵画コンクール、景観共感プロジェ
クト、ワークショップ、景観をテーマとする住民懇談会（各地区）、ぶどう畑景観意
見交換会を計画しています。
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これらは、HPから見ることができますので、参考にしてください。

ガイドブックには、大規模開発に関わる、建物の色、高さの規制などが書かれてい
ます。
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東浦町の景観の特徴は、左手を重ねてみると、うまく指が尾根と重なるところで
す。
ここにまちなみがあります。
また、指と指の間が、狭間になります。
「根」と「狭間」の景観は、東浦町の景観をつくる土台となります。

地形は、まちの構造を理解するのに大切なものです。
東浦町の場合は、その構造が分かりやすい形になっています。

このように、「根」と「狭間」の景観は、東浦町の最も基本的な構造であると言えま
す。
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東浦町のまちの発展について説明します。
江戸時代以前では、古いまちなみが尾根の先の方に形成されていきました。
近世になると、海を埋め立てて田ができました。
明治時代以降は、塩田、鉄道ができ、南北につながっていきました。
東浦町は、500年位の歴史のある、伝統的なまちといえます。
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このスライドは、東浦町景観計画の中から引用したものです。
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「景観」がつくられるには約10年と短期間、「風景」は100年単位、「風土」は数100
年単位でできるものと、専門的には言われています。
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まちのルーツを探るには、地形が大事になります。
その上に、住民の生活が積み重ねられてまちができ、町と発展していきます。
東浦町の場合は、この流れが明確であるのが特徴です。
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景観計画策定にあたり、アンケート調査を行いました。
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注目すべき内容は、3分の2の方は、景観に関心があるが、現状の景観に満足し
ているのは、全体の3分の1の方しか満たないということです。

このギャップを埋め、景観への関心も高く、満足度も高いという状態にするのが、
景観まちづくりだと思っています。

東浦町は、先ほど述べたように、「根」と「狭間」の上に形成されています。

「どのような景観を大事にすべきか」の結果から、町民の方も「景観」や「風景」とし
てこの「根」と「狭間」の特徴を意識しているのだと思います。
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この地図からは、町内全域にわたって、いたるところに特徴のある景観資源や自
慢できる景観があるということが分かります。
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今までのまとめとして、
１．「場」の景観
２．「広がり」を持った景観
３．「点景」の景観
の３つの構成にわけました。

景観計画では、『１．「場」の景観』を最も重要視しています。

その中で、４つの重点区域候補地区を定めました。
・「屋敷」（緖川城下町）
・「郷中」(森岡、石浜、生路、藤江)
・「ぶどう畑」（森岡）
・「根と狭間」（明徳寺川地区）

これらの地区は、よりきめ細やかに規制を行ったり、景観を育てていきたいと思っ
ています。
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重点区域候補地区は、これらの理由から選定しました。
現在は、景観まちづくり委員会の中で、話し合いを進めています。
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今後、古いまちなみを活用しながら、新しいまちおこしをはじめるという提案をして
いく予定です。
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現在、名城大学の学生や地域と連携しながら、調査をはじめているところです。
ふるさとガイドボランティアの方にもご協力いただいています。
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中間報告をまとめましたので、発表いたします。
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緒川の屋敷と郷中の景観では、これらの黒板塀の景観が、特徴的です。
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これらの結果をふまえて、景観計画に反映していきたいと思っています。
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今後、いろいろな形でプロジェクトを行ったり、みなさんの共感や理解が深まるよう
な取り組みを行っていきたいと思っています。全体としては、住民、行政、事業者
の方、地権者の方、ボランティアの方との共同で行っていきます。
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まとめとしまして、東浦町のもっている独特の歴史と自然を活かし、また、住民の
みなさんの生活を踏まえながら、景観や景色を高めていけるように、期待しており
ます。

ご清聴ありがとうございました。
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